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「地域や家庭の大きな力」 

 

鹿屋市立東原小学校 校長 森山 新二 

今年の夏は、記録的猛暑と言われるほど暑い日が

続きましたが、東原小学校の校庭では、その暑さに

負けず、草花は力強く育っていました。その中に、

新しい葉が成長してきている「あじさい」がありま

す。 

梅雨時期に色とりどりのきれいな花を咲かせた

「あじさい」。この花の色の違いは、品種の違いでは

なく、咲いている場所の土の酸性度によって、色が

変化するそうです。一般的な種類のあじさいは、ア

ントシアニンという色素を含んでおり、土壌が酸性

だと土中のアルミニウムと化学反応を起こし、青色

に変化するそうです。土壌がアルカリ性であればア

ルミニウムは溶けにくいため、化学反応は起こらず、

アントシアニン本来の色であるピンク色になるそう

です。 

多くの植物は、根から養分を吸収します。そのた

め、土壌の状況により、成長には大きな差が出るも

のです。子どもたちにとって、この土壌に当たるも

のとして、地域・家庭・学校が考えられます。 

親として、同じように育てたつもりでも子どもが

３人いるとすればそれぞれの子どもの様子には違い

が出てきます。それは、親や家庭の状況がそれぞれ

の時で違う場合があるということかもしれません。 

子ども一人一人に違いが出てくるのは、個性と考

えると当たり前のことです。個性を大切にしつつ、

家庭・地域が同じ思い（土壌）を持ち、子どものた

めに取り組んでいく必要があります。そうすれば、

色とりどりの個性豊かな花を咲かせてくれる子ども

たちになっていくのではないかと思います。 

地域の環境ということで、東原小学校の校訓につ

いて紹介したいと思います。  

本校の校訓は「拓き・創り・翔け」です。これは、

東原校区の起源と深く関わりがあります。学校要覧

では、本校区について、次のように説明されていま

す。 

「本校区は、大正 13年の東原大地の入植から始ま

り、大部分の人は第二次世界大戦後に入植した。そ

の日の糧さえ不足するような大変な苦労の中で、困

難にめげず、この地を開拓してきた。昭和 42年、国

営 1号の畑地灌漑事業により整備された耕地で、創 

意工夫しながら近代農業経営に取り組み、現在では、

広大な畑地を利用しての農業や茶業、酪農、肉牛、

養豚などの畜産業が盛んである。」 

先人の苦労の甲斐あって、今の私たちの暮らしが

あるのだと改めて感じます。そして、この起源から、

校訓「拓き・創り・翔け」には、先人の思いが次の

ように込められています。 

「拓き」：祖先が荒野であったこの土地に各地から

入植し、強い開拓者魂でこの土地を拓いている。こ

のことから、その魂を受け継ぎ、いかなる困難にも

負けない強い心と身体をもち、生きぬいていく子ど

もに育ってほしい。 

「創り」：畑地灌漑の実現には、多くの人々の努力

と協力、そして、故郷が湖底に水没した人々への感

謝の気持ちがあり、自然の恩恵と厳しさを忘れては

ならない。これらを踏まえ、創造性・独創性と共に

社会への協力・貢献・感謝の念をもって生き抜いて

いく子どもに育ってほしい。 

「翔け」：この地は、さらに発展する地であり、発

展させなければならない。高隈の見下ろすこの台地

に育つことを喜び、自信と実践力を備え、希望と大

志を抱きつつ、郷土愛に燃え、この地を一層飛躍・

発展させる強い意欲と実行力をもち、世界に翔いて

いく子どもを育てたい。 

校訓「拓き・創り・翔け」には、この地を切り拓

いてきた先人の思いが込められています。その苦労

に思いを馳せつつ、子どもたちは、この校訓がめざ

すたくましい子どもたちに育っていくのだと思いま

す。 

最後に、本校の校訓のように、地域や家庭といっ

た環境（思い）は子どもの成長にとって大きな影響

力を持っています。その中で豊かに育まれた子ども

たちの更なる成長に向け、学校環境の質を高めると

ともに、地域・家庭とともにある学校つくりに努め

ていかねばならないと強く思います。そして、「地域

や家庭の大きな力」を生かした学校との協働により、

一人一人がそれぞれの色花をもち、力強く生きる東

原っ子を育成して参りたいと思います。 

                                     


